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１ 高野小学校が考えるキャリア教育

○単なる「職業教育」ではない
○日常の教育活動の中で「基礎的・汎用的能力」を
育てていくことを意識する
○幼小連携・幼小一貫教育をとおして、自己肯定感
を高めるとともに、児童の自主性・主体性を育てる
○子どもたちの学ぶ意欲を高め、将来の自分のため
の「生きる力」を身に付けていく教育である

（１）基礎的・汎用的能力を育てる



１ 高野小学校が考えるキャリア教育

行事の「ねらい」に基礎
的・汎用的能力の関わり
を明記している

基礎的・汎用的能力を自
校化した言葉で表し、教
師・児童ともに意識でき
るようにしている

自校化した言葉をマグ
ネットプレートにして授
業中に活用できるように
している

（２） 自校化







H３０ 学校経営キーワード

自分の将来を自分の力で切り開く子ども
高野９年間の教育をつなげる元年

【幼稚園】
○ ３歳児保育の挑戦
○ 複式学級への挑戦
○ 豊かな体験への挑戦
【小学校】
○ 「対話」を成立させ、深い学びに向かう授業への挑戦
○ 「学力を高める力」への挑戦
○ タブレットを活用の挑戦
○ 「自主性・主体性」育成の挑戦
○ インクルーシブ教育の挑戦
○ 家庭との連携への挑戦
○ 地域連携の挑戦

幼「キャリア教育の視点を意識した幼稚園教育と自主性の育成」
小「キャリア教育の視点を意識した授業改善と主体性の育成」



２キャリア教育の実践

考えてやりとげる力
課題をとらえ、課題解決
に向かいやりとげる

言葉で心でかかわる力
友達と考えを交流し、深め合う

見通す力
課題解決の見通しをもつ

自分を知り見つめる力
授業の振り返り
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構造的な板書
学習の足跡が分かる
児童のノートにも反映

考える場面
自分の頭で考える
考え方を身につける
自力解決

自分の考えを発表する
自分の考えを相手に伝える
発表の仕方を身につける

互いの考えを交流する
☆「対話」の成立

学び合い、深め合う

２キャリア教育の実践
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ＲＶＰＤＣＡ
自己マネジメントの
自主学習
４～６年
学力テスト前
目的意識・必要感

自主学習カードの掲示
（５年）
お互いの良さを知る
⇒自分のやり方に活かす

高野さんすう教室
火曜１３：００～１３：１５
１年からの算数復習
読解タイム
木曜１３：００～１３：１５
文章読解ドリル
高野オープンスクール
長期休業中自主的に参
加し学習する機会

２キャリア教育の実践
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運動会の一部を子どもに任せる

２キャリア教育の実践



やり方を教える
やらせてみる
任せる

自分たちでやり遂げた自信
自分たちでやり遂げる過程
次につなげる＝キャリア形成

２キャリア教育の実践



２キャリア教育の実践
「がんばりカード」で基礎的・汎用的能力を育てる
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子どもの考えを反映する・子どもが輝く学習発表会

２キャリア教育の実践

５年：総合での学習をもとに
地域・伝統・仕事の大切さを伝える

６年：総合での学習をもとに
棚倉の未来を自分たちなりに考え訴える

学習発表会の一連の活動が
キャリア教育・能力育成そのもの



自分のやるべきこと
を知り、正しくやりと
げる

教えてほめて育てる
お手本を示しほめて
育てる

主体性を育てる

自分のやるべきこと
に気付き、自ら行う

自主的な態度をみと
り、ほめて育てる
（待ちの構え）
（きっかけの言葉）

自分のやるべきことを
見つけ、自ら行う

主体的な態度をみと
り、ほめて育てる
（気づき、認める）
（想定を超えること）

２キャリア教育の実践



子どもが創る係活動の取組

自分たちのクラスを自分たちの力で
子どもの活動を見える化

係活動を「プロジェクト」
として、自分たちで企画・運営
する。

２キャリア教育の実践



２キャリア教育の実践

かしこく楽しい学級づくりプロジェクト

学級（集団）による
基礎的・汎用的能力活用・育
成のプロジェクト

実行委員会
学級で話し合い
かしこく楽しい学級

校長・教頭へプレゼンテーション 実施
振り返り・校長･教頭へ報告

アポ

人間関係形成・社会形成能力：一人一人のアイデアを互いに認め合いながら話合い、よりよいプランを練り上げる。
課題対応能力：プロジェクトのゴールに向け、全員が体験や既習事項を手掛かりに課題解決に向かう。
自己理解・自己管理能力：集団の中での自分自身の役割を知り、自ら主体的にプロジェクトに関わろうとする。
キャリアプランニング能力：体験や経験を活かし、よりよい学級プロジェクトを目指し、構想する。



自分がやることをしっかりとやる

給食当番・日直（モーニングタイム）
集会活動の進行・お片付け

すくすくタイム
主体的に遊びと関わる
自分の遊ぶ場所を選ぶ
選んだ立場を見える化する

キャリア教育の実践

認め・称賛 自信・意欲 自己肯定感・自主性
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楽しみながら・知的好奇心をくすぐる・やりたい意欲をたかめる
⇒ 接続期の小学校へ・小学校教師の意識改革

エンジョイタイム ハッピータイム すくすくタイム

２キャリア教育の実践
エンジョイタイム
運動の経験値をあげる
挨拶・返事・話を聞く

ハッピータイム
学びの基礎力育成
遊びの中で学びに触れる

すくすくタイム
遊びを選ぶ主体性育成
自分で決める力

高野幼小９年間の学びをつなぐ



３歳児

「数」にふれる・楽しむ

２キャリア教育の実践
ハッピータイム学びの基礎力育成

遊びの中で学びに触れる

高野幼小９年間の学びをつなぐ

「形」にふれる・楽しむ 「さわって」楽しむ



４・５歳児

ひらがなビンゴ

２キャリア教育の実践
ハッピータイム学びの基礎力育成

遊びの中で学びに触れる

高野幼小９年間の学びをつなぐ

ボーリングで「数」遊び 「リレー遊び」どちらが
速い？
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話す経験を増やしたい・工夫したい（幼稚園教員の願い）
⇒ 積極的に導入 子どもの変容に期待
⇒ 小学校では、全員がタブレットでの発表を経験済：つながる

幼：東京女子体育大学渡邉景子先生との連携
小：学校に１０台のタブレット
（タブレットを活用した表現活動の可能性）

幼：プレゼンタイム 小：自由研究発表会
小：タブレットを活用した

授業での発表

２キャリア教育の実践
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小学生：学びの振り返りとなる＋相手意識を持った発表・表現
幼稚園児：楽しい時間、小学生へのあこがれ、学びの意欲・期待

２年生「ふきのとう」発表 幼・小で砂遊び 園児が１年生と授業体験

２キャリア教育の実践



２キャリア教育の実践

H28 メディア利用を保
護者同士で考える

H29 親子ふれあい活動 H30 親子歯磨き教室



２キャリア教育の実践

後期始業式
「校歌を歌う会」

キャリア教育デー
「親子昔遊び教室」

学校公開週間
「地域の方への呼びかけ」



２キャリア教育の実践

① 那須甲子自然の家でのセカンドスクール４泊５日（５年）

② 健康教育マネージメントサイクル
○ 健康管理プログラム（肥満解消プログラム）
○ むし歯ゼロ高野っ子プロジェクト

③ 長期休業中プロジェクト
○ 高野オープンスクール（自主的参加の学習会）
○ 大学生の学習ボランティア（民泊）
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7.5
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8.5

9

9.5

人間関係形成

・社会形成能

力

自己理解

・自己管理能

力

課題対応能力

キャリア

プランニング能

力

H30.7

H29.7

H28.5

○平成２８年度からの経年変化でど
の能力も向上してきている。
○特に、課題対応能力・キャリアプ
ランニング能力の伸びが目立つ。

３基礎的・汎用的能力の変容

○キャリア教育意識調査から、基礎
的・汎用的能力の評価を行う



４成果と今後の課題
（１）成果
○基礎的・汎用的能力の育成を授業でも意識することで教師自身の指
導の工夫が多く見られた。
○基礎的・汎用的能力の高まりがみられるようになると、学力にも良
い影響が見られた。
○児童が自主的な活動ができる場と時間を設定し、教師が児童に任せ
る意識を高く持つことで、児童自らが考え行動し、やり遂げる体験を
積むことができる。学級の係活動や学校の委員会活動、行事の中で児
童は自主的に活動する体験を積み重ね、自主的・主体的な行動が多く
見られるようになった。
○保護者や地域の方にも機会あるごとにキャリア教育について語るこ
とで、キャリア教育を軸に意識をつなげることができている。



４成果と今後の課題
（２）今後の課題
●６年間の中で蓄積してきたキャリア教育につながる活動や実践を、精選す
る時期にきている。一つ一つの実践を見つめなおし、精度を上げていきた
い。
●キャリア教育に対する評価は、キャリア能力意識のアンケートと諸活動・実
践の教師の見取りである。キャリア能力に対する評価についても研究してい
く必要がある。


